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市
政
の
動
車
G

魚
津
市
議
会
臨
時
会

議
長
、
副
議
長
を
選
出

魚
津
市
議
会
臨
時
会
は
、

5
月
幻
日
に
聞
か
れ
、
次
の
議

案

が
議
決
承
認
さ
れ
た
あ
と
、
正
・副
議
長
と
常
任
委
員
会
委
員
、

特
別
委
員
会
委
員
、
監
査
委
員
な
ど
が
き
ま
り
ま
し
た
。

マ
議

長

野

崎

栄

吉

(日
歳
)

宮

島

竹

二

、日
歳
)

友
道

6
4
7
番
地
の

1

マ
副
議
長

出
2
3
6
番
地

議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

こ
の
た
び
、

5
月
臨
時
議
会
に
お

き
ま
し
て
、
議
長
の
要
職
に
選
任
さ 議

長

野

崎

栄

れ
、
そ
の
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

も
と
よ
り
、
浅
学
非
才
で
あ
り
ま

す
が
、
新
た
な
意
欲
を
も
っ
て
市
建

設
の
た
め
、
ま
い
進
す
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
う
え
は
、
明
る
い
市
政
と
誠

実
な
議
会
運
営
を
は
か
る
と
と
も
に

市
民
の
声
を
議
会
に
反
映
さ
せ
、
市

政
の
伸
展
と
市
民
福
祉
の
増
進
の
た

め
、
努
め
た
い
と
存
じ
ま
す
。

な
に
と
ぞ
、
市
民
各
位
の
あ
た
た

か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

マ
各
常
任
委
員
会
委
員
、
特
別
委
員

会
委
員

(
Oは
委
員
長

O
は
副
委

員
長
)

〈

敬
称
略
〉

総
務
委
員
会

。
石
崎
七
郎

O
田
中
光
幸
中
田

尚

七

沢

秋

政

長

勢

甚

正

高

慶

平
之
亙
野
崎
栄
吉

建
設
委
員
会

。
浜
谷
佐
久
三

O
竹

内

進

沢

崎

尚

武

新

田

川
清
松

後

藤

吉

松

本
田
正

一
宮
島
竹
二

石
川
庄
之
助

産
業
経
済
委
員
会

。
高
島
義
信

O
宮
田

只

夫

松

野

宗

一

浜

多

弘

之

河

崎

浩

加

藤

成
司
大
久
保
松
治
伊
藤
甚
一

文
教
厚
生
委
員
会

。
森
内
俊
雄

O
林

満

朝

野

幹

子

稗

苗

清
吉

関

口

衛

経

沢

稔

若
島
正
敬

水
族
館
等
特
別
委
員
会

。
高
慶
平
之
亙

O
中

田

尚

新

田

川
清
松

河

崎

浩

後

藤

吉

松

石

川
庄
之
助
若
島
正
敬

公
害
対
策
特
別
委
員
会

。
加
藤
成
司

O
林

満

関

口

衛

経
沢
稔
七
沢
秋
政
浜
多
弘
之

石
崎
七
郎

副議長

交
通
問
題
特
別
委
員
会

。
富
田
只
夫

O
田
中
光
幸

清

吉

関

口

衛

高

島

義

信

宗
一

宮
島
竹
二

下
水
道
特
別
委
員
会

。
伊
藤
甚
一

O
沢
崎
尚
武

幹
子

竹

内

進

七

沢

秋

政

佐
久
三

石
崎
七
郎

マ
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

マ
保
育
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
設
定
に
つ
い
て

マ
母
子
寮
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
設
定
に
つ
い
て

マ
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

マ
幼
稚
園
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

マ
公
民
館
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
設
定
に
つ

い
て

マ
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

(昭
和
田
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
)

マ
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

(市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
)

マ
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

(市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
)

マ
魚
津
市
上
口
二
丁
目
7
番
印
号

中
田
尚
氏
を
負
"
津
市
監
査
委
員

に
選
任
。

松稗
野首

(2) 

青
島
保
育
園
竣
工

浜朝
谷野

園
舎
の
老
朽
対
策
と
入
所
定
員
を

m

名
か
ら
附
名
に
増
員
す
る
た
め
に
、
昨

年
日
月
か
ら
増
改
築
工
事
に
着
手
し
て

い
た
青
島
保
育
園
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し

5
月
日
日
に
竣
工
式
を
行
い
ま
し
た
。

同
保
育
園
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
2
階
建
、
一
、

O
六
六
・二
平
方
幻

で
市
内
随
一
の
規
模
を
有
し
て
お
り
近

代
的
な
設
備
と
優
れ
た
環
境
に
め
ぐ
ま

れ
て
い
ま
す
。

総
工
事
費
は
、
一
億
七
千
四
百
八
十

万
五
千
円
で
保
育
室
、
乳
児
室
、
遊
ぎ

室
等
す
べ
て
ゆ
と
り
あ
る
広
さ
が
確
保

さ
れ
て
お
り
、
園
児
の
伸
び
や
か
な
成

長
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

d

司
完
成
し
た
膏
島
保
育
園
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表紙・郷土の自然、刻閥撮る

悼み乍喝

-函置1、明ど 1・晶

・臨海、司圃

魚津ヤンク・ライブラリー

会長 武隈

i，ふるさとの自然と風土を見直

ωと30歳CR
「今まで見

を再認識し

う」と参加しだ若者ガ郷土の自然 2 とが翌和らのこを充国
に行 2322い見の計い

し、郷土の祭りや、芸能などの発 ;震Zfft E 望望~t ~~'<?('? ~θ 
ーラ 3さそ第第たをはがい月

祥の地をだずね、その起」り、由 jれの二ーも作 、実に l …一
来を調査研究しだものを宅録「し ;て後回回のる我施主日

ロ '-1../ 1おは目調でこがさ事に
て8ミリフィルムやスライドに撮 iり 3の査すと国れ業は

ー ー ; 、年調が 。を産ま所
り、学習教材として役11ててもり ?今ご査 ;昭ね棄すの全

おうと活動しています。昨年、急 i
斜面を登り僧ケ岳山麓にある池ノ j 査が す集たいの県i に各こ。団各ま基民
尻の池、ミズバショウ群生地を目 i ご事の 資種す礎所

i 協業た 料の。資得
の前にしだときは、「市内にもかく i 力所め と調ま料、め i言障計済地するう国の た回

i をを 、 し査たと市 、協 、画計方。かなの経今りの
れだすばらしい自然があるのだ_j I ぉ訪 6 てを 、し町図案雇 、画公調が影産済固ま調
と大変感動しましだ。 I 願問月 も!葦て村民の用都合共査 、響業震のす査

i いし下 利施業広民所立施市1'F団の注を構勢調 。は
・連絡先魚津市村木町7-11 I しま句 用す所く哲得案策計成体結目も造の査 十

i ますか さるを活縄(な 、画 、に果さたに変で 三
市民研修センター内 ? すから れ場対用 SRど交、地おはれら 、化 は 国

g 。ら調 て合象さ推 を通社域け、てしどが ] 
ft24-2761 (武隈) I 、査 いのとれ計旦は 、会開る固いての我最 足

調員 ま母して等 、じ通保発経やまいよが近 当

勲
六
等
瑞
宝
章

〈
郵
便
業
務
功
労
〉

魚
津
市
文
化
町
一
番
三
号

高
縁
松
次
郎
氏

(
九
歳
)

元
郵
政
事
務
官

げ
歳
で
魚
津
郵
便
局
に
勤

務
以
来
必
年
間
の
永
き
に
わ

た
り
郵
政
業
務
の
向
上
に
尽

く
さ
れ
た

G 0)13~~ J*.J~・

亘書j

勲
六
等
瑞
宝
章

〈
郵
便
業
務
功
労
〉

魚
津
市
上
口
二
丁
目
十
八
番

十
号橋
本
興
松
氏

(η
歳
)

元
郵
政
事
務
官

大
正
9
年
に
郵
便
局
に
勤

務
以
来
日
目
年
間
の
永
き
に
わ

た
り
郵
政
業
務
の
向
上
に
尽

く
さ
れ
た
。

次
の
方
が
晴
れ
の
叙
勲

・
褒
章
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

心
か
ら
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま

し
ょ
う
。

勲
七
等
青
色
桐
葉
章

〈
消
防
功
労
〉

魚
津
市
本
町
二
丁
目
三
番
十

五
号浜
田
重
三
氏
(
(
初
歳
)

元
消
防
分
団
長

昭
和
口
年
か
ら
同
日
年
ま

で
の
永
き
に
わ
た
り
、
消
防

団
員
と
し
て
、
消
防
防
災
活

動
に
尽
く
さ
れ
た
。

藍
綬
褒
章

〈
自
動
車
運
送
事
業
功
績
〉

魚
津
市
村
木
町
四
番
六
号

小
杉
輿
志
治
氏

(ω
歳
)

現
富
山
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
副
会
長

昭
和
お
年
か
ら
今
日
ま
で

自
動
車
運
送
事
業
の
振
興
と

事
故
防
止
の
徹
底
に
尽
く
さ

1
た。

和男

(3) 
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。
水
道
の
し
く
み

水
は
、
人
が
生
活
し
て
い
く
の
に
、

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
資
源
で

す
。
人
は
水
が
な
く
て
は
、
生
き
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
大
切
な
水
も

空
気
と
同
じ
で
、
周
囲
に
豊
富
に
あ
っ

て
、
し
か
も
容
易
に
得
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
、
そ
の
価
値
が
忘
れ
ら
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
然
が

与
え
て
く
れ
た
水
資
源
も
、
そ
の
ま
ま

使
用
で
き
る
も
の
で
は
あ
θ
ま
せ
ん
。

健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
保
持
す
る
た

め
に
、
飲
水

・
家
事
用
水
や
工
業
用
水

等
い
ろ
い
ろ
な
方
面
に
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
に
清
潔
で
安
い
水
を
供

給
す
る
た
め
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

6

月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
、
全
国
統
一
水

道
週
間
で
す
。
こ
の
機
会
に
簡
単
に
水

道
の
し
く
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

。
水
道
事
業
の
し
く
み

水
道
事
業
は
、
国
が
定
め
る
「
地
方

公
営
企
業
法
」
に
よ
っ
て
H

独
立
採
算
。

で
ま
か
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
水
道
事
業
に
必
要
な
す
べ
て

の
経
費
は
、
水
道
料
金
等
の
収
入
で
ま

か
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
に
水
道
料
金
は
、
税
金
と
は
別
の

も
の
で
受
益
者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

。
水
道
財
政
の
し
く
み

水
道
の
施
設
を
拡
張

し
た
り
改
良
し
た
り
す

る
資
金
は
、
ほ
と
ん
ど

が
借
金
で
ま
か
な
わ
れ
、

そ
の
施
設
が
完
成
し
て
、

水
の
供
給
が
開
始
さ
れ

る
と
、
水
道
料
金
等
の

収
入
で
こ
れ
ら
の
借
入

れ
金
と
、
利
息
を
返
済

し
な
が
ら
事
長
宋
を
経
営

し
て
い
ま
す
。

。
求
道
の
水
が
で
き
る
ま
で

水
は
、
そ
の
ま
ま
飲
料
水
や
、
家
事

用
水
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
市
で
は
、
地

下
水
を
水
源
に
し
て
い
ま
す
が
、
ポ
ン

プ
で
く
み
あ
げ
た
水
を
滅
菌
し
、
さ
ら

に
配
水
池
に
送
り
、
配
水
管
を
通
し
て
、

自
然
流
下
に
よ
っ
て
、
各
家
庭
に
送
水

し
て
い
ま
す
。

。
家
庭
の
水
道
の
し
く
み

皆
さ
ん
の
家
庭
に
あ
る
、
水
道
設
備

を
給
水
装
置
と
い
い
ま
す
。
公
道
に
埋

設
さ
れ
て
い
る
配
水
管
よ
り
取
出
す
、

給
水
管
か
ら
蛇
口
ま
で
を
、
給
水
装
置

と
い
い
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
器
を
除
い
た

給
水
装
置
は
、
す
べ
て
あ
な
た
の
財
産

で
す
。
給
水
装
置
の
新
設
・
改
良

・
修

理
の
経
費
は
、
す
べ
て
利
用
者
の
負
担

と
な
り
ま
す
。

。
水
も
れ
の
見
分
け
方

理
由
も
な
い
の
に
、
前
月
に
比
べ
今

月
の
使
用
水
量
が
急
に
増
え
た
よ
う
な

場
合
は
、
建
物
の
ど
こ
か
で
水
道
管
が

破
れ
て
水
が
も
れ
て
い
る
か
、
ま
た
は

蛇
口
が
し
っ
か
り
し
ま
ら
な
く
て
水
が

出
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
時
は
、
蛇
口
を
全

部
し
め
て
、
水
道
の
メ
ー
タ
ー
器
の
一

番
下
の
赤
い
針
の
動
き
を
調
べ
ま
す
。

も
し
、
赤
い
針
が
回
っ
て
い
た
ら
、
蛇

口
と
メ
ー
タ
ー
器
の
間
で
水
が
も
れ
て

い
る
の
で
す
。
そ
の
場
合
は
、
至
急
給

水
工
事
指
定
庖
か
、
水
道
局
(
内
線
2

3
7
)
に
連
絡
し
て
修
理
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
修
理
費
は
利
用
者
の

負
担
で
す
か
ら
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

。
水
道
管
の
洗
管
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

水
道
局
で
は
、
水
道
管
の
中
に
た
ま

っ
て
い
る
錆
ゃ
あ
か
を
洗
い
出
す
た
め
、

年
に
一
度
洗
管
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
も
次
に
よ
り
洗
管
を
行
い
ま
す
の

で
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
多
少
、
水
が

濁
っ
た
り
断
水
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
夜
間
水
を
使
用
さ
れ
る
場
合
は

予
備
と
し
て
、
く
み
水
を
し
て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ω作
業
場
附
上
水
道
全
域

ω作
業
日
程

6
月
辺
日
か
ら

6
月
初
日
ま
で

(
5
日
間
)

午
後
日
時
か
ら

翌
日
午
前
2
時
ま
で

ω作
業
時
間

(4) 
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現
況
の
届
出
・
・
・

忘
れ
る
と
ソ
ン
を
し
ま
す

年
金
を
引
続
い
て
受
け
る
た
め
に
は
、

年
一
回
現
況
届
に
市
長
の
証
明
を
受
け

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
現
況
届
の
提
出
す
る
期
限
と
提

出
先
は
、
受
け
て
い
る
年
金
の
種
類
に

よ
っ
て
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

老

齢

年

金

J

毎
年
、
自
分
の
誕
生

通
算
老
齢
年
金
」

月
の
末
月
ま
で
。

提
出
先
日
社
会
保
険
庁
業
務
第
二
課

障

害

年

金

J

L

i

3

一5
月
白
日
ま
で
c

母
子
年
金
な
ど
」

:

提
出
先
日
市
役
所

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ま
も

国
民
年
金
に
加
入
を
・
・

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ま
、
あ
な
た

も
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
。

ご
主
人
が
職
場
で
加
入
し
て
い
る
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
の
年
金
で
、
あ
な

た
は
一
応
保
障
さ
れ
ま
す
が
、
国
民
年

金
に
加
入
し
ま
す
と
、
ご
主
人
の
年
金

の
ほ
か
に
あ
な
た
自
身
の
年
金
が
う
け

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
ご
主
人
に
万
一
の
こ
と
が
起

き
た
と
き
、
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
か

ら
の
遺
族
年
金
に
合
わ
せ
て
国
民
年
金

の
ほ
う
か
ら
は
、
母
子
年
金
が
う
け
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

年
金
相
談
所
は
、
毎
月
第
3
木
曜

日
に
、
市
民
相
談
室
で
開
設
し
て

い
ま
す
。
今
月
の
相
談
日
は
、
同

日
で
す
。
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

あ
な
た
の
豊
か
な
老
後
の
た
め
に
、

そ
し
て
万
一
の
こ
と
に
そ
な
え
て
、
ぜ

ひ
国
民
年
金
へ
の
加
入
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

保
険
料
を
納
め
る

ゆ
と
り
が
な
い
。

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
?

問

自
営
業
を
営
む
お
歳
の
者
で

す
。
収
入
は
わ
ず
か
で
、
妻
子

四
人
の
生
活
は
苦
し
く
、
保
険

料
を
払
う
余
裕
も
な
く
、
私
も

妻
も
加
入
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ

の
ま
ま
加
入
し
な
い
と
年
金
が

出
な
い
と
き
い
て
お
り
心
配
で

す
。
何
か
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん

カ
答

あ
な
た
は
、
本
来
、
当
然
加

入
の
対
象
者
で
す
が
、
そ
の
ま

ま
で
す
と
、
あ
な
た
も
奥
さ
ん

も
将
来
、
年
金
が
出
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
す
ぐ
に
加
入

の
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
は
、
保
険
料
を
納
め
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
経
済

的
な
理
由
で
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
っ
た
よ
う
な
場

合
に
は
、
申
請
を
出
し
、
認
め
ら
れ

れ
ば
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
を
「
申
請
免
除
」
と
い

い
ま
す
。

免
除
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て
は
、

年
金
額
を
計
算
す
る
場
合
に
は
、
保

険
料
を
納
め
た
場
合
の
3
分
の
l
の

割
合
の
計
算
と
な
り
、
年
金
額
が
少

な
く
な
り
ま
す
。

も
し
、
将
来
、
生
活
に
余
裕
が
で

き
た
場
合
に
は
、
免
除
を
受
け
た
期

間
に
つ
い
て
、
そ
の
当
時
の
保
険
料

額
で
「
追
納
」
す
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
追
納
し
た
場
合
は
、

免
除
を
受
け
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
、

年
金
額
が
計
算
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

首
泡
納
で
き
る
の
は
、
追
納
す
る
時
点

か
ら
叩
年
以
内
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

ー
県
土
美
化
推
進
運
動

当
市
は
、
山
と
海
と
川
に
固
ま
れ

た
美
し
い
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
こ

の
中
で
私
た
ち
は
日
常
生
活
を
営
ん

で
い
ま
す
。

こ
の
恵
ま
れ
た
美
し
い
自
然
を
守

り
、
よ
り
住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
る

た
め
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
努

力
と
心
が
け
が
大
切
で
す
。

こ
の
生
活
環
境
保
全
の
重
要
性
と
、

‘
弓
せ

‘

認
識
を
高
め
る
た
め
に
、県
下
一
斉
に

「
県
土
美
化
推
進
運
動
」
が
行
わ
れ
ま

56年度保険料第1期

分 (4，5，6月分)の納

期は、 6月30日です。

納め忘れのないよう

に、今一度確かめて

ください。

6
月

1
日

1
9
月
初
日

す
。こ
の
運
動
中
に
種
々
の
清
掃
活
動

が
行
わ
れ
ま
す
が
、
特
に
次
の
こ
と

を
重
点
的
に
行
い
ま
す
。

※
川
を
き
れ
い
に
す
る
運
動

※
海
岸
を
き
れ
い
に
す
る
運
動

O
自
分
の
町
は
自
分
の
手
で
き
れ
い

に
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
次
の
こ
と
を
厳
重
に
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

①
廃
材
等
を
海
岸
や
河
川
に
捨
て
る

方
が
い
ま
だ
に
絶
え
ま
せ
ん
。
絶

対
に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

Y
在
。
こ
れ
ら
を
不
法
に
捨
て
る
と

法
律
に
よ
り
処
罰
さ
れ
ま
す
。

②
ゴ
ミ
は
定
め
ら
れ
た
所
へ
き
ち
ん

と
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
ゴ
ミ
の
集
積
場
所
は
い
つ
も
き
れ

い
に
、
定
め
ら
れ
た
日
と
時
間
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

④「
公
共
の
場
所
」
は
き
れ
い
に
、
の

公
徳
心
を
培
い
ま
し
ょ
う
。

(5) 
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園
保
だ
よ
り

近
年
、
生
活
の
文
化
的
向
上
が
め

ざ
ま
し
く
、
国
民
の
多
く
が
運
動
不

足
に
な
り
、
肥
満
体
の
方
が
増
え
、

成
人
病
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

魚
津
市
で
も
日
年
中
に
発
生
し
た
悪

性
新
生
物
の
患
者
件
数
は
、
一
二
二

件

・
循
環
系
疾
患
で
は
一
四
九
六
件

と
全
体
の
幻
%
を
示
し
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
が
あ
れ
ば
、

成
人
病
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
も
で
き
、

健
康
増
進
に
も
役
立
つ
の
で
す
。

〈
〉
成
人
病
に
な
ら
な
い

た
め
の
日
常
生
活

-
太
り
す
ぎ
は
危
険

中
年
か
ら
の
太
り
す
ぎ
は
、
健
康

へ
の
赤
信
号
で
す
。
ふ
だ
ん
か
ら
体

重
を
怠
り
な
く
、管
理
し
ま
し
ょ
う
。

肥
満
防
止
に
ま
ず
心
が
け
る
こ
と

ー
で
き
る
だ
け
歩
く
。

2

エ
レ

ベ
ー
タ

ー
・
エ

ス
カ
レ

ー
タ
ー

を
使
用

し
な
い
。

3

乗
り

も
の
に

乗
っ
た

ら
、
な

る
べ
く

標準体重=(身長一100)XO.9 
これを中心に前後10%の範囲

座
ら
な
い
。

・
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を

塩
分
は
1
日
7
g
以
内
に
、
脂
肪
は

動
物
性
を
ひ
か
え
、
植
物
性
の
油
を
多

め
に
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

く
だ
も
の

・
野
菜
な
ど

i
l

の
ビ
タ
ミ
ン

・
ミ
ネ
ラ
ル

「
l

'

¥

ーペ
1
1
1
1

は
十
分
取
り
ま
し
ょ
う
。

i
川
/

f

l

'

一
ヘ
、
ノ
/

暴
飲
暴
食
は
さ
け
、
パ

}

ム

U
H
J
H
.
三

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

孟，
d
J
j
-

す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ

μ
υ
d
二
一

i

、J-

園

田

、っ。

---

・

お

酒

・

タ

バ

コ

は

ほ

ど

、

ニ

.

ほ

ど

に

-

お
酒
を
飲
む
と
き
は
、

戸

た
ん
白
質

・
脂
肪

・
ビ
タ

J

ミ
ン
の
多
い
食
品
と
い
っ

し
ょ
に
飲
む
こ
と
。

や
け
酒
は
禁
物
で
す
。

タ
バ
コ
は
で
き
る
だ
け
ひ
か
え
る
こ

と
。
特
に
心
臓
の
悪
い
方
は
禁
煙
で
す
0

.
睡
眠
と
休
養
は
十
分
に

夜
ふ
か
し
は
さ
け
、

8
時
間
以
上
の

睡
眠
を
と
る
こ
と
。
休
日
は
な
る
べ
く

家
庭
で
の
ん
び
り
と
休
養
を
と
る
。

・
入
浴
は
ぬ
る
め
に

浴
室
・脱
衣
所
は
暖
め
て
か
ら
入
り
、

お
湯
は
ぬ
る
め
に

(ω
度
前
後
)

入
浴
時
間
は
5
1
m
分
程
度
で
、
長

湯
は
禁
物
で
す
0

・
精
神
的
安
定
を
も
と
め
る

ス
ト
レ
ス
は
上
手
に
発
散
さ
せ
る
。

趣
味
や
レ
ジ
ャ
ー
で
気
分
を
転
換
さ

せ
て
、
す
こ
や
か
な
生
活
が
送
れ
る

よ
う
努
め
る
。
怒
り
す
ぎ
や
賭
け
ご

と
に
熱
中
し
す
ぎ
る
と
す
ぐ
血
圧
に

作
用
し
ま
す
。

長湯は禁物

魚
津
市
で
は
、
魚
津
市
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
の
う
ち
、

満
剖
歳
か
ら
必
歳
ま
で
の
方
を
対
象

に
、

一日
成
人
病
ド
ッ
ク
に
入
院
さ

れ
る
方
に
対
し
、
一
万
円
の
助
成
を

計
画
中
で
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
国
保
係
(
包
②

2
2
0
0
内
線
2
1
8
)
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

も
め
た
ぷ
た

ι
a
d恒

国
喜
一
昨

〈今
月
の
新
し
い
本
〉

利
口
と
馬
鹿
ば
っ
か
り

秋

親
と
子
・
娘
の
言
い
分

藤
野

老
夫
婦
・
若
夫
婦
同
居
の
知
恵
川
原
千
寿
子

め
だ
か
の
唄

今
井
美
沙
子

ぬ
く
も
り
の
あ
る
旅

沢

地

久

枝

失
敗
し
な
い
オ
ト
コ
選
ぴ
山
谷
え
り
子

駅
の
峨
の
舵
の
は
な
し

春
風
亭
一
柳

と
く
す
る
公
共
機
関
利
用
術中

江

克

己

オ
ー
デ
ィ
オ
川
パ
カ

高

城

重

拐

生
き
て
ん
母
ち
ゃ
ん
・
日
人
の
子
の
母

が
ん
闘
病
記

い
い
メ
ガ
ネ
・
悪
い
メ
ガ
ネ戸
塚

料
理
上
手
で
食
べ
上
手

森

須

滋

郎

こ
ん
な
い
き
方
も
あ
る

佐

藤

愛

子

し
ゃ
れ
た
言
葉

宇

野

信

夫

新
し
い
本
は
こ
の
ほ
か
に
も
、
た
く

屯

玲山清

さ
ん
あ
り
ま
す
。

借
り
出
し
は
、
ひ
と
り
3
冊
2
週
間

で
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

。
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
/
。

6
月
の
お
し
ら
せ

1
日
側

お
は
な
し

目
を
と
じ
て
、
ろ
う
そ
く

に
火
が
と
も
る
と
、
お
は
な

し
の
は
じ
ま
り
は
じ
ま
り
・・・
。

日
日
側

、
え
い
が
彦
一
と
ん
ち
話

3
じ
初
ぷ
ん
か
ら
、
と
し

よ
か
ん
で
ひ
ら
き
ま
す
。

会
川
柳
教
室

と

き

6
月
刊
日
附

課

題

「傘
」
「
雑
詠
」

講
師
木
村
喜
見
城
先
生

会
古
典
に
親
し
む
会

と

き

6
月
四
日
幽

講
師
飛
世
麗
子
先
生

い
ず
れ
も

と
こ
ろ

じ
か
ん

市
立
図
書
館

午
後
1
時
ぬ
分
か
ら

3
時
初
分
ま
で

ど
な
た
で
も
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

南
町
同
日
汀
1
沼

崎
時

h
E凶
U
M
(
叫

叫一

η
叶

l
a

m
劃
諮
問
紅
誠
口問

仙
図

市
制
問
ど
ぷ
町
制

(6) 
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合だ、に酒のみ運転者が減っていません/

飲酒運転追放にご協力を/

。飲酒運転の危険性については，いまや一般

ドライバーばかりでなく「くるま社会J に

おける常識とされているにもかかわらず，

飲酒運転による事件・事故ガ目立ちまます。

・飲酒運転による死て事故ガ特に多いことを知

りましょう0

・車のときは，すすめられても飲まず，又すす

めないようにしましょう。

・習慣や因襲にとらわれないようにしましょう0

・飲酒運転は法で厳しく禁じられています。

運転しだ人も，酒を飲ませだ人も処罰されます。

何よりもドライバー介入ひとりの自賞は勿論，全

市民のご協力ガ不可欠です。

。受通安全はまず家庭から/

オ日今回は交通安全について家族ぐるみ

で話し合いましょう。

介入ひとりの安全意識を高めるようにし

ましょう。

春の全国~通安全運動期間中

の受通事故 〈魚津管内〉

惨事故件数 3件〈昨年より3件
の減〉

惨負傷者 3人〈昨年より4人
の減〉

炉原 因わき見運転とスピ

ードの出し過ぎで

す。

。あなだの周囲に暴走車がいませんか/

暴走族はみんなに迷惑をかけます。暴走をさ

せない，行かせないようにしましよう。

(7) 

・車高を極端に落としている車

・幅広タイヤや小型のハンドルを

けけだ車

・スピードフラッシャーやミユ-

ジッフホーンを付けだ車

• iOO連合_j i X X支部」等と
印刷しだステッカーやシールを

けけだ車

等を見たら，最寄りの警察官か警

察に知らせてくだ、さい。



昭和56年 6月1日発行 第三種郵便物認可

*交通規制を例年のとおり実施します。祭りを楽しくするだめに次の点、を守ってください。

①酒に酔って道路をふらつかない ②現場の警察官や指導員の指示に従う

あなたと市政をむすぷ 広報うおづ

魚津神社祭ネし
の受通規制

H

規
則
を
守
っ
て

トJ

楽
し
い
祭
り
H

市
民
会
館

本
町
二
丁
目
(旧
荒
町
)

新
角
川
二
丁
目

(
旧
紺
屋
町
)

一万通行 車

両
進
入
ささ

比

消防署

凡例

車両通行禁ヰ

一一→一方通行

大型通行禁ヰ

規制日時

CQJ6月4日正午から 小坂機業

CQJ6月ア日午後2時まで

魚津警察署 I I 
I I魚津

国道8号線

至
保
健
所

西部中学

察署

至黒部→

(8) 

←至滑川
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み
ん
砲
の

ヌ。菰

E
V

グ
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
。

健
康
で
明
る
く
豊
か
な
市
民
生
活
を

育
て
る
た
め
、
次
の
と
お
り
第
初
回
市

民
体
育
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
が
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う

企
画
し
ま
し
た
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
教
委
体
育
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い。

水
上
安
全
法
(
水
難
救
助
)
の

講
習
会

市
水
泳
協
会
で
は
、
水
の
シ
ー
ズ
ン

を
前
に
、
水
難
事
故
の
防
止
等
を
目
的

に
、
水
上
安
全
法
の
講
習
会
を
次
に
よ

り
開
催
し
ま
す
。
参
加
自
由
で
す
の
で
、

No. 種 目 -対 象 とき ところ 時間

一地家中学般庭区女対婦男子子抗人

7/18 
市西雑営部緑中時場学束校霊中 14 : 00 1 ソフトポール 6/28・7/5 8: 00 

77//15 9 10: 00 
9 : 00 

2 バレーボール 婦男ス女ポ人ー・一ツ般少年男女団 ・・ 家中庭学 7/19 西部中学校 10: 00 

3 11てドミントン 壮家中庭年学婦男男女子人 ・・一成般年男男女子 7/19 総合体育館 9: 00 

4 水 かk 男ス女ポー・成ツ年少年30歳団以・上中学 7/19 西部中学校 10: 00 

5 陸上競技 青中年学男・一女般男女 7// 12 吉田グラウンド 9: 00 7119 

6 卓 球 青4ス0年般歳ポー以男男女女上ツ少・・ 年掛30団歳人以教上中学員 7/19 総合体育館 9: 00 

一中スポーツ般学少年団 7/178/未・179/19 
市東市部営営中球球学場校場

13:30・9:00 
7 軟式野球 14: 00 

未

8 バスケットボール ス学ポーツ少年般団 7/19 総合体育館 9: 00 中 男女 ・ー

9 サ ッ カー スポーツ少年団 7/19 西部中学校 10: 00 中 学 ・一 般

10 相 撲 中学 ・背年 ・一般 7/19 魚津神社柱旗揚 10: 00 

11 柔 道 ス年ポーツ少年般団 ・子中学 7/19 東部中学校 10: 00 育男子 ・一 男

12 食。 道 一中ス般学ポー男男女子ツ少・年青年団男子 7/19 東部中学校 10: 00 

一家中般庭学婦男男女女人 ・壮年男子
7/18 14 : 00 

13 軟式テニス
7/19 

市営コート
10: 00 

14 庭 球 一般男女 ・壮年男子 7/5 市営コート 9: 00 

15 空 手 ス般ポーツ少年団 7/19 経団小学校 10: 00 一男子

16 フグビー スポーツ少年団 7/19 吉島小学校 10・00

17 レスリング 一般男子 7/19 総合体育館 9 : 00 

18 馬 術 一般男女 7/19 乗馬えん 10: 00 

19 弓 道 一般男女・壮年・高校生 7/19 市弓道場 9: 00 

20 身本 道 スポーツ少年団 ・一般 7/19 警察道場 10: 00 

21 ゲートポール 高齢者 7/19 本江小学校 10: 00 

ど
う
か
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ

と

き

6
月
刊
日
附

午
後
6
時
か
ら
8
時
ま
で

マ
と
こ
ろ
総
合
体
育
館
室
内
温
水
プ

ー

!
?
ν

マ
内

容

実

技

マ
講
師
日
赤
急
救
法
指
導
員

豊

田

章

魚
津
市
水
泳
協
会

木

村

全

・
住
和
克
博

マ
問
い
合
わ
せ
総
合
体
育
館
室
内
温

水
プ
ー
ル
ま
で
宮
②
1
2
6
3

-
室
内
温
水
プ
l
ル
臨
時
休
館

室
内
温
水
プ
l
ル
で
は
、
6
月
鈎
日

開

・
羽
田

ω両
日
プ
ー
ル
の
定
期
清
掃

の
た
め
、
臨
時
休
館
し
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

-6月の
ス
ポ
ー
ツ
-}
よ
み

グ lナボソ 28 21 14 7 7 6 と
戦リイ|フ 日 日 日 日 日~日
|タル卜 (日) (日) (日) (日) (日)出 き

30162 : 2612 

道大全ツIl地区川断ル子パ晴労院女区提間東

ト日

実

パレ星寄全人ンミ三市
イ丁日日日日日

年少団柔 大会レ

ンカ

大会パド
! トー 事

239; 19 
ス ボ1 部地中 選予市 ン郡パ 名日日 日 『、、

大会ドポ| ン

部学校東中 部校西学中 韓体A 育館ロ 韓A 体育館n 韓A i育館t 韓A 体育館ロ Z西部中 韓会休E 学校市内 と

ろ

学
校
体
育
施
設
開
放
の
休
止

魚
津
神
社
の
祭
礼
に
よ
る
混
乱

を
避
け
る
た
め
に
次
の
と
お
り
、

学
校
体
裏
話
暖
房
休
止
し
ま
す
。

・
6
月
5
日
幽

.
6
月
6
日
出

|

|
7
月
の
歩

-3会
|

|

7
月
の
歩
こ
う
会
は
、
5
日
に

宮
野
山
公
園
、
新
川
牧
場
へ
行
き

ま
す
。
電
鉄
魚
津
駅
発
午
前
8
時

η
分
の
電
車
で
舌
山
ま
で
行
き
、

富
野
山
公
園

・
新
川
牧
場
へ
と
歩

き
ま
す
。
帰
り
は
浦
山
か
ら
電
車

に
乗
り
ま
す
。
参
加
者
は
、
午
前

8
時
ま
で
に
電
鉄
魚
津
駅
前
へ
お

集
ま
り
く
だ
さ
い
。
(
畳
食
持
参
)

第
幻
回
魚
津
市
青
年
祭

。
明
日
を
担
う
若
者
の
生
活
基
盤
を

高
め
よ
う
H

を
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
て
、
地
域
を
愛
し
、
地
域
に
ど
っ
か

と
根
を
お
ろ
し
、
地
域
に
貢
献
し
な
が

ら
自
己
形
成
を
目
的
に
活
動
を
展
開
し

て
い
る
魚
津
市
連
合
青
年
団
が
、
地
域

に
お
け
る
「
芸
能
」「
文
化
」「趣
味
の
作

品
」
等
発
表
、
団
員
相
互
の
友
情
と
と

親
睦
を
よ
り
一
層
深
め
る
格
好
の
場
と

し
て
、
次
に
よ
り
青
年
祭

主

藷

し
ま

す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
多
数
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。(
入
場
無
料
)

な
お
、
今
回
も
市
内
の
ひ
と
り
暮
ら

し
老
人
を
ご
招
待
し
て
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

マ
6
月
比
日
日
午
前
9
時
l
午
後
5
時

マ
と
こ
ろ

l
市
民
会
館

。
意
見
発
表
、
コ
ー
ラ
ス
、
演
劇
、

郷
土
芸
能
、
舞
踊
、
書
道
、
絵
画
、

写
真
、
彫
刻
、
生
活
技
術
創
作

・
午
前
日
時
i
午
後
3
時
ま
で
、
会

場
前
で
日
赤
血
液
セ
ン
タ
ー
の
し
ろ

ぱ
と
号
で
愛
の
捌
人
献
血
を
行
い
ま

す
の
で
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

(9) 
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{今月の標語】

健康は小さ怠努力のつみかさね
問い合わせはft22-2200

〈内線231)

-体温は自宅で計っ

てきてください。

・母子健康手帳、印

かんを持参くださ
し、。
※接種できない幼児

1.発熱、または心、臓、

じん臓、肝臓疾患

などのために治療

している幼児。

2.接種前 1年以内に
けいれんの症状を

起したことのある

幼児。

3.過去において、こ

の予防接種により

副反応を起したこ

とのある幼児。

4.麻しん接種後 1か

月を経過していな

い幼児。

母子健康手帳をご持

参ください。

Aコース 昼食をご
持参くだきい。一段

施
い
場

。

U
種
接

1

、
な
会
い
~
一
接
回
年

で
い
の
き

7
回
初
翌

児

て

り

だ

=

2

=

の

歳
つ
寄
く
法
種
で
種
後

5
入
最
で
方
接
隔
接
了
種

~
へ
は
い
種
回
間
加
終
接

歳
等
児
お
接
初
日
追
種
回

3
設
幼
へ
※
・日本脳炎

予

大町、村木、住吉、

上中島、上野方、本江

松倉、片貝、加積、道下

経団、天神、西布施

上中島小学校

坪野小学校

13:00-14:00 

4
み

M
m
l
児

で
ず
級
機
後
歳

児
樋
按
回
目

3

組

織

按

み

3
樋
る

按

2
固

め

~

按

い

回
在
2

回
国
終
て

3
現

~
1
2
殺
し

一
一
日
因
。
=
を
で
過

則
1
1
児
期
期
兇
絞

1
月
に
幼
2
1
7
を

第
4
月
の
第
第
終
年

盲目せき
ジフテリア
破傷風
(三種混合)

防

松倉小学校

西布施小学校

上野方小学校

片貝小学校

住吉小学校

13: 30-14: 00 

生後 3か月から 3歳

までの乳幼児で、今

までに 1回もツベル

クリン反応検査を受

けていない乳幼児は

最寄りの会場へおい

ていください。

ツベルタリン

反応検査

接

種

。。

-個人票は必ずご持

ださい。

-成人病検診には健

康手帳を持ってい

る方は、ご持参く

参ください。

G 

文
化
町

宮

@

0
1
1
8

上
口
二
丁
目

宮

@
3
6
1
9

文
化
町

宮

@
0
1
0
3

黒
部
市
三
日
市

宮

@
3
2
2
5

一般市民

結核住民検診

成人病検診

⑧のついたところ

C B 
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-個人票は必ずご持

参ください。

・成人病検診には健

康手帳を持ってい

る方は、ご持参く

ださい。

一般市民

結核住民検診

成人病検診

⑧のついたとニろ

相康健

900円婦人検診料

胃ガ

55年度の結果報告

一込
ーア

、の
病
在
探
検

υゅ

軽
密

ι戸

』
札
精
内
H

M

劇
的
状
一
一

'点
州
民
的

1

設
置
す
る
と
き
は
、
事
前
に
届
出

立

そ
必
舶

を
必
ず
行
う
。

、
/

向
し
尿
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
は
、

-

伽
設
置
す
る
前
に
必
ず
魚
津
保
健
所
へ
届

一

時
出
を
(
新
築
の
場
合
は
建
築
申
請
と
同

~

伽
時
に
、
改
造
の
場
合
は
一
般
廃
棄
物
の

¥

す
出
書
で
)
し
て
か
ら
着
工
し
て
く
だ

、

合

ぃ

十
霊
園
理
が
必
要
で
す
。

相
浄
化
槽
を
設
置
し
た
の
ち
は
、
維
持

問
管
理
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
保

恥
守
点
検
、
清
掃
す
る
こ
と
を
維
持
管
理

と
い
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
行
う
に
は
、

専
門
的
な
知
識
、
経
験
、
器
具
が
必
要

で
す
の
で
、
富
山
県
に
登
録
し
て
い
る

「浄
化
槽
維
持
管
理
業
者
」
に
維
持
管
理

を
委
託
す
る
な
ど
の
方
法
が
適
当
で
す
。

積

施布

加

西
方

神

野上
天
島

田

中上
経

区

・

。
地

町

下

す

象

ま

対

大

道

い

の

/
11
1

て

年

し

今• 

-高血圧症の早期発見、早期治療、経過観察の

ために成人病検診をご利用ください。

・住民検診の午後の会場で・行っています。

2年ごとに成人病検診を受けれるように計画

)) 

ぷ日、
A

，

し
尿
浄
化
槽
を
設
置
す
る
に
あ
た
っ
て

守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
ニ
と
(
恥
1
)
3

維
持
管

理
を
行
わ
な

い
場
合
は
、

汚
れ
た
ま
ま

の
水
が
流
れ

で
た
り
、
悪

臭
が
発
生
し
た
り
し
て
付
近
民
に
味
葱

を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

浄
化
槽
の
寿
命
を
縮
め
、
も
し
故
障
し

た
場
合
で
も
メ
ー
カ
ー
側
は
保
障
し
ま

せ
ん
。
し
尿
浄
化
槽
は
生
き
も
の
で
す
。

4

設
置
す
る
場
所
は
、
井
戸
か
ら
5

メ
ー
ト
ル
以
上
離
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
一
年
中
た
え
ず
水
が
流
れ
て
い
る

所
で
な
い
と
放
流
で
き
ま
せ
ん
。

し
尿
浄
化
槽
は
住
宅
の
一
部
で
す
。

財
産
な
の
で
す
。
十
分
に
管
理
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

ます

市
街
地
の
街
路
樹
も
す
く

す
く
と
育
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
入
梅
に
な
り
ま
す

と
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
等
の
害
虫
が

発
生
し
ま
す
。
市
で
は
毎
年
6
月
末
か

ら
7
月
初
め
に
か
け
て
、
各
公
園
の
樹

木
及
び
街
路
樹
に
発
生
す
る
こ
れ
ら
の

害
虫
を
駆
除
す
る
た
め
殺
虫
剤
の
散
布

作
業
を
行
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、

街
路
樹
の
植
樹
地
区
の
皆
さ
ん
は
、
歩

道
に
物
を
置
い
た
り
し
な
い
よ
う
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
一
部
の

地
区
で
街
路
樹
の
補
植
を
し
た
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
の
で
付
近
の
皆
さ
ん
の
愛

情
の
あ
る
気
持
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
獄
定
等
に
つ
い
て
も
市
の
方
で
管
理

し
て
い
ま
す
の
で
勝
手
に
枝
を
切
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。

。1)
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-
市
民
会
館
大
ホ
l
ル
催
物

フコ|杉大台
のア「映 んまう「フア

車fgiト=自高R N c 

0第2 

ii 
吾華2盆主幸5 N K 
魚、2第7前「

情操教喜誠会
f佳

」街ツ画 じり ミ

奏a会B貧吹奏部困楽
i章一日;

スマ ン

~や姫あこと劇場リl 
市 夜 物

会発表んマさ
イ 七 背

たち 年祭 」祭 名

月
P時2M( 日日5) 時6P時2M出4 日 の P時6M(2日日8) 3分0P時3M出2日7 P時1M幽2日6 P時6M2開日2 P剛2M2日日1) 3分0P時1Mω2日0 3分0P時6M幽1日9 A時9M(1日H4)P時6M出1日3 P時2Mω 1日3 とき

理券盤iiii苦行 筆理券 会胃売券前さ胃二売当日
無 盤

理券型在
無 忽E 入

事 料 CEEFココ『ヨ
CCFココ『 本} 料 料 場料

スん喜コ杉大台 1会二 進毒員話 書2感リ 主タl華市董 理こ号おやう m語術山zN H k 重言語 {王者催団
17  
ラ7 炎

-
N
H
K
「
上
方
演
芸
会
」

公
開
録
音

6
月
刊
日
幽
魚
津
市
民
会
館
に
お
い

て
、
午
後
6
時
初
分
か
ら
N
H
K
「上

方
演
芸
会
」
の
公
開
録
音
が
お
こ
な
わ

れ
ま
す
。

入
場
は
無
料

(整
理
券
発
行
)
で
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

出
演
す
る
ゲ
ス
ト
、
放
送
日
は
次
の

と
お
り
で
す
。

一
、
ゲ
ス
ト

①

夢

路
い
と
し
、
喜
味
こ
い
し
(漫
才
)

②

青

芝
フ

ッ
ク

・
キ
ッ
ク

(漫
才
)

③

桂

文
太

(落
語
)

④

宮
川
大
助

・
花
子

(
漫
才
)

二
、
放
送
日

。
8
月
初
日
制
午
後
8
時
初
分
1
8

時
日
分

〈出
演
〉
宮
川
大
助

・
花
子

車
問
早
之
フ
ッ
ク

・
キ
ッ
ク

。
9
月
6
日
日
午
後
8
時
初
分
1
8

時
回
分

〈出
演
〉
桂
文
太
、
夢
路
い
と
し

・

喜
味
こ
い
し

な
お
、
整
理
券
に
つ
い
て
は
N
H
K

富
山
放
送
局

(
宮
0
7
6
4
@
1
1
5

5
)
に
お
問
い
合
わ
て
く
だ
さ
い
。

-
児
童
手
当
の
現
況
届
を

お
忘
れ
な
く
/

児
童
享
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎

年
6
月
中
に
現
況
屈
を
提
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
受
給
者
の
所
得
の
状
況
や
養

育
の
状
況
な
ど
を
、

6
月
1
日
現
在
で

確
認
す
る
た
め
で
す
。

こ
の
届
が
提
出
さ
れ
ま
せ
ん
と
、
受

給
資
格
が
あ
っ
て
も
支
給
で
き
な
く
な

り
ま
す
か
ら
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

届
出
用
紙
は
、
市
社
会
福
祉
課
婦
人

児
童
係
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
印
鑑
を
お

持
ち
の
上
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
現
況
届
は
8
月
で
す
。

-
老
人
医
療
費
助
成
受
給
資

格
者
証
と
重
度
心
身
障
害

者
医
療
費
受
給
者
証
の
更

新
の
お
知
ら
せ

企夢路いとい 喜味こいし

現
在
お
持
ち
の
老
人
医
療
費
受
給
者

証
と
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給

者
証
の
有
効
期
間
は
、
6
月
旬
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
7
月
1
日
か
ら
新

し
い
受
給
者
証
に
書
き
換
え
に
な
り
、

6
月
末
日
ま
で
に
、
本
人
あ
て
に
送
付

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
な
ど
で
診
療
を
う
け
ら
れ

る
と
き
は
、
新
し
い
受
給
者
証
を
窓
口

へ
お
だ
し
く
だ
さ
い。

ま
た
、
次
の
場
合
は
必
ず
市
社
会
福

祉
課
医
療
給
付
係
へ
、
印
鑑
、
健
康
保

険
証
持
参
の
上
、
届
出
て
く
だ
さ
い
。

L
住
所
、
加
入
保
険
な
ど
に
変
更
が
あ

っ
た
と
き

2
転
入
、
転
出
、
死
亡
の
と
き

-
身
体
障
害
者

巡
回
更
生
相
談
会

こ
の
相
談
会
は
、
か
ら
だ
の
不
自
由

な
方
々
の
た
め
に
、
医
師
、
補
装
具
製

年
来
者
、
福
祉
事
務
所
が
チ
ー
ム
を
組

み
、
診
察
、
補
装
具
の
交
付
、
修
理
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
や
生
活
上
の

相
談
に
応
じ
る
も
の
で
す
。

障
害
が
重
く
な
っ
た
と
か
補
装
具
の

交
付
を
、
つ
け
た
い
、
あ
る
い
は
福
祉
制

度
に
つ
い
て
し
り
た
い
な
ど
と
お
考
え

の
方
は
、
身
体
障
害
者
で
あ
る
な
い
に

か
か
わ
ら
ず
、
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。
マ
と

マ
と
こ
ろ

マ
担
当
医

マ
そ
の
他 き

6
月
日
日
附

午
後
1
時
か
ら
3
時
ま
で

百
楽
荘

沢
口
正
夫
医
師
(
整
形
外

科
)
診
察
料
等
は
無
料

当
日
は
印
鑑
、
及
び
身
体

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

は
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

-
海
外
移
住
相
談
会

北
・
南
米
及
び
豪
州
へ
の
移
住
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
ご
自
由
に
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

。
と

き

。
と
こ
ろ

。
内

容

映富 9 6 
画山時月
及県 19 
ぴ民日
個会幽
別館午
相 601 後
談号 6 
室時

。
く
わ
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は

県
庁
総
務
課
外
事
係

8
0
7
6
4
@

4
1
1
1内
線
3
3
5

(12) 

-
明
日
の
親
の
た
め
の

学
級
生
募
集

Ilrnたちのこの手でつ〈否窃したの世界、 青少年育成魚津市一一I

。す
こ
や
か
な
子
供
を
生
み
育
て
る

た
め
の
親
を
め
ざ
す
。

マ
対
象
者
お
お
む
ね
同
歳
か
ら
ぬ
歳

ま
で
の
男
宅

マ
と
こ
ろ
市
内
地
区
公
民
館

マ
と

き

7
月
i
-昨
年
3
月
ま
で

マ
受
講
料
無
料

マ
申
込
み

6
月
日
日
ま
で

マ
申
込
先
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
(
申
込
み
用
紙
で
)

マ
学
習
内
容

11 10 I 9 8 7 I 6 5 4 3 2 1 分区

イン赤ち 赤ち ムオ 絶中正し

ずな使い方腿信子健手帳そと号
学トや やツ iこL、

ん

んのオフロ の方あてに
ついて工娠家桜計画妊と人

震察の恨のとボ

習

内

の入 つい の
じ ，骨d、.

れ方 て よ

う

:1 実鴫写護 調E韓 義自陣 実習 施E障 義講 ま障 義講 書障
学習

理 設

習 実習
実
議前 討義

見
写映 映写

σ方法3 
義 習義 学義 畿 i5! 

-
婦
人
市
民
大
学
講
座
(
第
6
回
)

き

1
6
月
刊
日
働

午
後
1
時
初
分
1
3時
初
分

と
こ
ろ

1
本
江
公
民
館

と
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講

師

l
富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

産
業
教
育
研
究
室
長
木
村
浩
一
氏

テ
i
マ
i
台
所
経
済
学

。
流
通
と
経
済
。

員

lω
名
(
先
着
順
、
無
料
)

催

l
富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

賛

l
魚
津
社
会
教
育
推
進
会
議

協主定-
ぁ
ゅ
の
解
禁

ぁ
ゅ
の
解
禁
は
6
月
お
日
附
で
す
。

角
川

・
布
施
川
の
て
ん
か
ら
網

・
投

網
の
許
可
書
交
付
は
、
6
月
初
日

ωj

n日
ωま
で
、
呉
東
内
水
面
漁
業
協
同

組
合
事
務
所
(
大
光
寺
地
内
)
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。

。
7
月
日
日
ま
で
、
友
釣
や
各
種
網
を

使
用
で
き
な
い
区
域
は

角
川
l
国
道
8
号
線
角
川
橋
か
ら
上

流
仰
メ
ー
ト
ル
の
区
域

布
施
川

l
地
鉄
本
線
布
施
川
鉄
橋
か

ら
下
流
側
メ
ー
ト
ル
の
区
域

。
9
月
初
日
か
ら
叩
月
白
日
ま
で
採
捕

魚津善意努何事弓暫晶玉|

釣の遊漁料

河川名 釣の極類 料 金 交付場所

円

角川 大人 1.500 

トー一一一一ーーー 毛針釣
円市内

中学生 700 

布施川
釣具庖

同

毛友釣針併釣用 大人 2，500 

漁業権の 毛友針釣釣 不15用歳未満は 市役産所
ない河川 水課

ル
ま
で
の
区
域

角
川

・
早
月
川

1
河
口
か
ら
上
流
別

メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区
域

。
早
月
川

1
蓑
輪
合
口
用
水
え
ん
堤
下

流
端
か
ら
下
流
川
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区

域
は
、
周
年
採
捕
し
て
は
な
ら
な
い
。

。
叩
月
1
日
か
ら
叩
月
7
日
ま
で
、
ぁ

ゅ
は
産
卵
期
の
た
め
採
捕
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

-
第
日
回
簡
保
資
金

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

郵
便
局
で
は
、
簡
保
資
金
の
融
資
を

100，000円

7，50011 

50，00011 

3，00011 

6，27711 

50，00011 

20，00011 

18，16711 

20，00011 

5，00011 

100，00011 

100，00011 

20，00011 

10，00011 

50，00011 

30，00011 

30，00011 

30，00011 

100，00011 

50，00011 

10，00011 

20，13611 

20，00011 

5，00011 

3，00011 

3，00011 

50，00011 

20，00011 

し
て
は
な
ら
な
い
区
域
は

角
川

l
北
陸
本
線
鉄
橋
上
流
端
か
ら

上
流
仰
メ
ー
ト
ル
の
区
域

片
貝
川

l
本
流
及
び
支
流
布
施
川
に

お
い
て
、
地
鉄
本
線
鉄
橋
下
流
端
か
ら

下
流
測
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区
域

。
2
月
1
日
か
ら
ロ
月
白
日
ま
で
手
づ

り
及
び
さ
お
づ
り

(ひ
っ
か
け
づ
り
及

び
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
除
く
。)
以
外

の
漁
具
又
は
、
漁
法
で
採
捕
し
て
は
な

ら
な
い
区
域

片
目
ハ
川

1
河
口
か
ら
上
流
側
メ

l
ト

経団信用農業協同組合学生服、衣類 116点
組合長理事朝野清朔

谷口成雄観音堂

匿名

千田秀一 新角川二丁目

友田道治新角川二丁目

昭栴咋度魚津市立東部中学校坪1組一同

宮坂三枝子大海寺新

大坪順子三ケ

魚津盆栽会会長森孝良

広浜 勇港町

駒見新太郎吉島

菅野 卓平伝寺

森竹昭太郎新角川二丁目

四十内よしゑ新宿

吉崎盛義富津

小坂作次郎 島尻

海原春夫諏訪町

金盛忠昭石垣新

林 秋男友道

吉野隆一 火の宮町

中島久義港町

石崎 茂住吉

匿 名

米川 宗一新角川一丁目

有沢武雄本町二丁目

友田道治新角川二丁目

太田信義経田中町

浜多勝太郎本町二丁目

四十野健吉 上口二丁目

森本産婦人科医院院長森本善吉
新金屋一丁目 富山新聞 l剖515ヵ月分

片員川砕石工業(伺 土砂 8 トン

受
け
て
建
設
さ
れ
た
施
設
を
題
材
と
し

た
明
る
い
作
品
を
次
に
よ
り
募
集
し
て

い
ま
す
。

マ
作
品
の
大
き
さ

。
カ
ラ
|
「
四
つ
切
」
又
は

「
ス
ラ

イ
ド
(
お
ミ
リ
以
上
)

。
白
黒
は
「
四
つ
切
」

単
写
真
又
は
、
組
写
真
こ
組

3
枚
以
内
)

マ
募
集
期
間

。
5
月
1
日
か
ら
7
月
訂
日
ま
で

マ
市
内
の
融
資
施
設

学
校
経
団
、
道
下
、
吉
島
、
松
倉
、

大
町
、
上
中
色
町
、
上
野
方
、
西

布
施
、
坪
野
、
東
部
中
、
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
、
経
団
幼
稚
園

都
市
計
画
本
町
i
本
江
、
文
化
町
、

馬
出
町
i
友
道
、
電
鉄
魚
津
駅

i
魚
津
駅
、
大
杉
台
各
線
、
漁
港

魚
津
駅
前
土
地
区
画
整
理

住
吉
北
鬼
江
団
地
、
道
下
市
営
住
宅

住公
宅園

-
安
く
て
便
利
な
ミ
ニ
レ
タ
!

ミ
ニ
レ
タ
!
(
郵
便
書
簡
)
は
便
せ

ん
、
封
筒
、
切
手
を
兼
ね
た
い
わ
ば
H

官
製
封
筒
。
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
、

は
が
き
の
約
三
倍
書
け
る
ば
か
り
で
な

く
、
封
を
し
て
出
せ
る
な
ど
大
変
便
利

な
も
の
で
す
。
料
金
も
一
枚
五

O
円
と

六

O
円
の
封
書
よ
り
も
安
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
全
体
の
重
き
が
お
グ
ラ

ム
以
内
な
ら
ば
写
真
や
紙
片
等
で
薄
い

も
の
を
封
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
{
丞
挺
の
常
備
用
や
贈
答
用
に
、
ま
た

旅
行
先
で
の
お
便
り
に
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い。

く
わ
し
い
こ
と
は
魚
津
郵
便
局
(
宮

②

0
3
0
0番
)
へ
ど
う
ぞ
。

E越え長国温厄岨ヰit国JJ'FZI'凪W\{;JctII~

-
電
話
の
配
管
も
考
え
て
?

家
を
建
て
た
り
、
建
て
か
え
た
り
す

る
方
は
、
電
灯
や
コ
ン
セ
ン
ト
、
ス
イ

一ツ
チ
な
ど
の
位
置
を
考
え
て
、
電
気
の

配
線
を
し
ま
す
が
、
電
話
の
配
管
も
電

話
の
置
く
位
置
や
将
来
の
お
部
屋
の
設

一計
に
合
わ
せ
て
配
管
を
し
ま
し
ょ
う
。

く
わ
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
魚
津
電

報
電
話
局
(
宮
②

1
0
0
0
番
へ

)

-
L
P
ガ
ス
の
点
検

6
月
中
に
、
次
の
地
区
で

L
P
ガ
ス

消
費
設
備
の
点
検
を
実
施
し
ま
す
。

上
申
色
町
地
区
(
浅
生
、
下
椿
、
升
方

湯
上
、
出
、
升
田
)
上
野
方
地
区
(
石

垣
、
石
垣
平
)
天
神
地
区

(
青
柳
、
東

山
)
片
員
地
区
(
道
坂
、
貝
田
新
、
島

尻
、
大
菅
沼
、
東
城
)
点
検
に
は
、
県

L
P
G協
会
魚
津
支
部
保
安
セ
ン
タ
ー

調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

(13) 
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② 新水族館展示コーナ-紹介

滝
の
落
ち
流
れ
る
日
本
の
淡
水
魚
コ

ー
ナ
ー
に
続
い
て
、
世
界
の
亜
熱
帯
の

淡
水
魚
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
。

こ
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
は
巨
大
な
樹
木

の
根
が
水
中
に
ま
で
伸
び
た
ジ
ャ
ン
グ

ル
造
形
で
、
亜
熱
帯
地
方
特
有
の
ス
コ

ー
ル
を
降
ら
せ
、
雷
や
風
、
鳥
の
鳴
き

声
を
も
組
み
合
わ
せ
て
、
東
南
ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ
、
南
米
ア
マ
ゾ
ン
等
の
沼
や

川
に
す
む
熱
帯
魚
が
飼
育
展
示
さ
れ
て

い
る
。
ジ
ャ
ン
グ
ル
特
有
の
ふ
ん
囲
気

が
味
わ
え
る
水
槽
構
成
で
あ
る
。

こ
の
亜
熱
帯
コ
ー
ナ
ー
の
水
温
は
約

二
十
七
度
に
-調
整
さ
れ
て
お
り
、
小
形

の
熱
帯
魚
の
ス
マ
ト
ラ
、
エ
ン
ゼ
ル
フ

ィ
ッ
シ
ュ
、
メ
チ
ニ
ス
、
ジ
ュ
ー
ル
パ

リ
等
が
人
工
水
草
の
問
に
思
い
思
い
に

す
み
わ
け
て
い
る
。
中
央
ア
メ
リ
カ
に
す

む
、
フ
ラ
ミ
ン
ゴ

・
シ
グ
リ
ッ
ド
は
ピ

ン
ク
色
の
鮮
や
か
な
姿
で
群
を
作
り
、

空
気
呼
吸
が
出
来
て
陸
上
歩
行
も
す
る

一

.4日は虫
歯
予
防
デ
l
、
叩
日
は
時

東
南
ア
ジ
ア
の
き
の
ぼ
り
う
お
ア
ナ

t

の
-記
念
日
、
幻
日
は
夏
至
、
ま
た
「
父

パ
ス
も
い
る
。
ま
た
、
口
の
中
で
卵
を

ソ

の
日
」
「
{
丞
胞
の
日
」
で
も
あ
り
、

一
家

育
て
る
ア
ロ
ワ
ナ
、
ナ
イ
の
よ
う
な
体

f

お
そ
ろ
い
で
快
適
な
一
日
と
し
ま
し
ょ

を
し
た
ナ
イ
フ
フ
イ
ツ
シ
ュ
、
変
っ
た

r

う。

体
で
長
い
ひ
げ
を
も
っ
た
色
々
の
キ
ヤ

ッ
ト
フ
イ
ッ
シ
ュ
、
ワ
こ
の
よ
う
に
大

ペ
一

き
な
口
で
、
小
さ
な
魚
を
お
そ
っ
て
食

一
一

べ
る
ス
ボ
ツ
テ
ッ
ド
ガ
l
、
人
食
い
魚

ω

一

の
ピ
ラ
ニ
ア
に
似
た
コ
ロ
ソ
マ
、
サ
メ

こ

の
よ
う
な
体
の
カ
イ
ヤ
ン
・
フ
イ
ツ
シ

概
一

ユ
等
の
大
形
魚
が
ゅ
う
ゅ
う
泳
い
で
い

ご

る
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
約
三
十
五
種

叩

約
九

O
O尾
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

亜
熱
帯
淡
水
魚
コ
ー
ナ
ー

-
広
報
6
月
号
を
お
と
ど
け

し
ま
す
。
青
葉
の
中
に
ウ
ノ

ハ
ナ
、
ミ
ズ
キ
な
ど
の
花
が

白
い
、
新
緑
に
か
わ
る
庭
は
、

す
で
に
夏
を
感
じ
さ
せ
ま
す
o

u
@
し
か
し
梅
雨
の
季
節
。

:
:
:
カ
ビ
の

季
節
。
毎
年
今
ご
ろ
に
食
ム田上
毒
の
串
主
台

一
が
か
な
り
発
生
し
て
い
ま
す
。
本
格
的

な
夏
に
な
る
と
皆
用
心
す
る
の
で
す
が
、

冷

や
は
り
油
断
は
大
敵
で
す

0.
予
防
に

は
、
け
が
を
し
た
手
で
は
調
理
し
な
い
、

川
調
理
前
は
石
け
ん
で
よ
く
手
を
洗
う
。

ふ
き
ん
や
食
器
は
加
熱
消
毒
す
る
な
ど
。

つ
ま
り
食
品
と
菌
の
接
触
す
る
機
会
を

掛
少
な
く
す
る
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

健
康
に
は
、
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

-
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臼刷/魚津田刷株式会社

200.75km' 

7.9km 

13.140 
23.996人
26.002人

49.998人

(4月末現在)

市の面積
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世帯数
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(女)
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